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自分を守る！ ▶初動体制の構築 通信手段の確保や情報の共有を行う 

012 

内水氾濫による浸水を検知し、 

住民に LINE で通知する 

セルラー通信式浸水検知センサ 

取組主体 

亀岡電子株式会社 

従業員数 想定災害 実施地域 

98 人 水害 全国 

 内水氾濫による浸水をいち早く検知し、LINE で通知するセンサを開発。内水氾濫時に早期に浸水するアンダーパスや

道路脇、住宅近くの水路脇に設置することで、住民にとって身近な浸水情報を提供する。 

1 取組の特徴（はじめたきっかけ、狙い、効果、工夫した点、苦労した点） 

 住民にとって身近な場所の浸水を LINE で通知することによって、より迅速な初動対応につなげる 

 京都府亀岡市にあるセンサメーカーの亀岡電子株式会社は、内水氾

濫による浸水をいち早く検知し、LINE で通知する低価格なセルラー

通信式浸水検知センサ（KAMEKER３）を開発した。 

 同製品の開発のきっかけとなったのは、浸水被害の多い京都府福知

山市へのヒアリングを行ったことだった。同市は、川の水位情報、ウェブ

カメラ映像、メール通知、防災無線、防災スピーカー等を用いて、市

民に対して様々な情報を提供しているが、市民からは「自治体から出

される災害情報は、情報の範囲が広すぎて自分事にならず避難活動

につながらない」という意見があげられた。 

 一方で、浸水の多い地域では、地域ごとに市民自身が避難の目安を

持っており、ある地点まで水がきたら家財や車の移動や自身の避難を

行う、というローカルルールがあることがわかった。「地域で避難の目安と

している地点が浸水した際に、ピンポイントで通知してくれるセンサがあ

れば欲しい」という意見を受け、同社は、設置が容易で浸水したらスマ

ートフォンに知らせる製品を作れば、課題を解決できると考えた。 

 完成した同製品は、内水氾濫時に早期に浸水するアンダーパスや道路脇、住宅近くの水路脇に設置することがで

きる。市民は事前に LINE で設置者（自治体、自治会、企業、個人等）が作成したアカウントを友だち登録し、

センサ一覧から身近なセンサを選択しておくと、センサ検知情報を受け取ることができる、という仕組みになっている。

センサは大掛かりな設置工事が不要で、市販の乾電池で２年以上駆動可能という特徴を持つ。 

 令和２年現在、福知山市内 18 カ所や関西圏の自治体を中心に設置が進んでいる。 

２ 現状の課題・今後の展開等 

  多くの自治体では主に河川の水位情報をもとに危険想定しているが、ゲリラ豪雨の発生回数が増加している昨今

において、河川水位とは関係のない内水氾濫のリスクも高まっているため、同社は、同製品の認知度向上に向けて

取り組んでいく考えである。  

担当者の声 

 私たちは「水を知る 水を知らせる」「センサ技術で安心安全な社会づくりに貢献する」を掲げて活動しています。弊社のセ

ンシング技術と IoT を組み合わせた新たな商品で、社会課題を解決し、世の中に必要とされる企業であり続けることを目

指します。 

問合せ先 サイト URL 動画 

亀岡電子株式会社 法人番号：7130001035505 
TEL：0771-29-5230 FAX：0771-24-7894  
E-Mail：kameker_sensing@kameokadenshi.co.jp 

  
 

  

 

通知は LINE で受け取る 

 

検知から通知までのプロセス 
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